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４．１）本部・支部、会員数、運営

本部・東京杉並区西荻に事務所

支部：関西及び愛知

会員数：２２０名

運営：自主財源による；会費、バザー、チャリテイ・コン
サート、「日本の米カレンダー」販売による持続的環
境のメセイジ伝達及び広報、岩波ホールの映画鑑
賞券販売、料理教室開催、名詞販売等。



表

国際交流委員会

1988年から2010年の23年間でパシイワ加盟国11カ国からの85名に

贈呈。

日本料理講習会

スリランカ・韓国・台湾から
の留学生と交流する機会

として日本料理講習会開
催。

１．留学生への奨学金供与



２．発展途上国支援

• ＮＧＯの、プラン・ジャパンのプランスポンサーシップ

• として、発展途上国の子供たちを援助。

• 私たちが送ったお金は子供たちが住む地域の生活水準の向上、例えば、

• 保健・衛生面、教育、水道の設置等に使われています。

1985年から2010年までの26年間に
バングラデシュ、インド、インドネシア等
7カ国の102人に送金。

表



事業委員会

• 事業委員会は活動資金集めと会員相互の親睦を
はかる目的で運営。

• 主に春、秋のバザー、その前のワークショップを通
して会員間の交流と相互理解を深めます。

• 秋に行われる江上料理教室、パソコン教室などで
会員の能力向上を図ります。

• 事務所での勉強会（時事問題、食糧問題、加盟国
の現況、コンピューター、英語等）も適宜開催。

表





農山漁村との協力

バザーで産地から特産品を取り寄
せ・販売。直売所・道の駅訪問。ア
ンテナショップの積極的に活用。食
の勉強会等を開催し、農業への理
解を深め、都市・農村の協力を図る。

バザーのコンセプト



広報委員会
・年2回、6月と12月に発行。
・総会、関西、愛知支部の報告。
・会員の動き、意見、勉強会等の他、

NGO、国際際交流、地域研究、
事業の各委員会報告として半年間の
活動状況を紹介。

国連国際平和の日

留学生支援


